
 

 

 
 

 

 
労
災
申
請
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た 

製
造
業
会
員
の
従
業
員
と
建
設
業
会
員
の
一
人
親
方
で
す
。
ま
ず

労
災
事
故
が
起
き
な
い
環
境
づ
く
り
や

注
意
喚
起
が
大
切
で
す
。
し
か
し
ど
ん

な
に
注
意
を
し
て
い
て
も
起
き
て
し
ま

う
の
が
事
故
で
す
。
ま
た
業
務
中
だ
け

で
な
く
、
通
勤
中
の
事
故
も
労
災
事
故

に
な
り
ま
す
。
起
き
た
際
に
は
適
切
な

応
急
処
置
と
病
院
へ
の
搬
送
な
ど
ケ
ガ

の
対
応
を
優
先
し
、
そ
の
後
に
申
請
手

続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

療
養
（
補
償
）
給
付
：
業
務
ま
た
は
通
勤
が
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の

療
養
を
受
け
る
と
き
の
給
付  

つ
ま
り
治
療
費
の
給
付
で
す
。
ま
ず
搬
送
先
の
医
療
機
関
で
労
災

事
故
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。
労
災
指
定
医
療
機
関
で
あ

れ
ば
、
事
業
所
側
で
「
療
養
の
給
付
請
求
書
」
を
作
成
し
治
療
を
受

け
る
本
人
か
ら
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
医
療
機
関
に
費
用
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
指
定
医
療
機
関
で
な

か
っ
た
場
合
は
治
療
費
を
負
担
し
た
う
え
で
、
監
督
署
に
実
費
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
も
事
業
所
側
で
「
療
養
の
費

用
給
付
請
求
書
」
を
作
成
し
治
療
を
受
け
た
本
人
か
ら
監
督
署
に
提

出
し
て
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
治
療
を
受
け
た
本
人
に
か
か
っ
た

費
用
全
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

休
業
（
補
償
）
給
付
：
業
務
ま
た
は
通
勤
が
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の

療
養
の
た
め
、
労
働
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
賃
金
を
受
け
ら
れ
な
い

と
き
の
給
付 

事
故
か
ら
直
近
3
ヶ
月
分
の
平
均
賃
金
の
80
％
が
休
業
期
間

（
日
数
）
分
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
休
業
か
ら
3
日
間

は
給
付
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
支

給
を
受
け
る
た
め
に
は
「
休
業
（
補

償
）
給
付
支
給
請
求
書
」
に
事
業
所
側

が
事
故
の
事
実
と
支
給
さ
れ
た
3
か
月

分
の
給
与
額
の
証
明
、
医
療
機
関
側
か

ら
治
療
と
必
要
と
な
る
療
養
機
関
の
証

明
を
受
け
て
、
休
業
し
て
い
る
本
人
か

ら
労
働
基
準
監
督
署
に
提
出
し
ま
す
。 

 

労
災
保
険
加
入
は
忘
れ
ず
に 

特
別
加
入
の
活
用
も 

雇
用
し
て
い
る
従
業
員
が
労
災
事
故
で
被
災
し
た
際
に
事
業
所
が

労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
を
怠
っ
て
い
た
場
合
、
過
去
2
年
間
の

遡
及
す
る
保
険
料
と
10
％
の
追
徴
金
、
治
療
費
や
休
業
補
償
な
ど

の
給
付
の
全
額
も
し
く
は
一
部
が
労
基
署
よ
り
請
求
さ
れ
ま
す
。
従

業
員
が
い
る
方
は
必
ず
労
災
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
民
商
な
ど

が
運
営
し
て
い
る
事
務
組
合
を
活
用
す
れ
ば
、
本
来
労
災
保
険
の
適

用
が
受
け
ら
れ
な
い
事
業
主
や
法
人
役
員
、
そ
の
家
族
も
適
用
が
受

け
ら
れ
る
特
別
加
入
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
を
活
用
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

吹
田
市
入
札
参
加
資
格
認
定
申
請
の
お
知
ら
せ 

吹
田
市
物
品
等
各
種
契
約
入
札
参
加
申
請 

(

更
新) 

受
付
が
11

月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
期
日
11
月
17
日
ま

で
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
す
で
に
物
品
と
建
設
工
事

で
登
録
済
み
の
場
合
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
更
新
と
な
る
た
め
必
ず
申
請
が
必
要
で
す
。 

登
録
の
区
分
資
格
有
効
期
間 

⚫
 

物
品
等
各
種
契
約 

令
和
7
年
4
月
1
日(

火)

～
令
和
9
年
3
月
31
日(

水) 

⚫
 

建
設
工
事 

令
和
7
年
4
月
1
日(

火)

～
令
和
8
年
3
月
31
日(

火) 

⚫
 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
更
新
） 

令
和
7
年
4
月
1
日(

火)

～
令
和
10
年
3
月
31
日(

金) 

必
要
な
書
類 

お
よ
び 

申
請
書
作
成
に
必
要
な
書
類 

⚫
 

法
人
の
場
合 

履
歴
事
項
全
部
証
明
書
1
通 (

発
行
3
か
月
以
内
の
も
の) 

印
鑑
証
明
書 

通 (

発
行
3
か
月
以
内
の
も
の) 

法
人
税
・
消
費
税
の
納
税
証
明
書(

そ
の
3
の
3) 

直
近
1
年
の
申
告
書
控
え(

財
務
諸
表) 

実
績
の
わ
か
る
売
上
帳
、
仕
入
帳 

⚫
 

個
人
の
場
合 
印
鑑
証
明
書 

1
通 

所
得
税
・
消
費
税
の
納
税
証
明
書(

そ
の
3
の
2) 

令
和
5
年
度
の
申
告
書
控
え 

(

令
和
5
年
3
月
に
提
出
し
た

申
告
分) 

青
色
決
算
報
告
書
又
は
収
支
内
訳
書 

実
績
の
わ
か
る
売
上
帳
、 

仕
入
帳 

⚫
 

共
通
し
て
必
要
な
書
類 

許
可
、
登
録
等
の
必
要
な
業
種
は
許
可
書
の
写
し 

建
物
全
体
外
観
写
真
、
商
号
又
は
名
称
が
確
認
で
き
る
写
真
、 

事
務
所
内
部
全
体
の
写
真
、 

事
務
所
の
机
、 
電
話
等
の
写
真

(

写
真
は
す
べ
て
カ
ラ
ー
で 

実
印 

契
約
が
実
印
と
異
な
る
場
合
は
、
契
約
印 

前
回
申
請
し
た
控
え 

申
請
書
類
は
吹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
作
成
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
2
日
前
ま
で
） 

11
月
21
日
（
木
）
13
時
00
分 

吹
田
民
商
会
館 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
出
張
相
談
会
で
す
。 

 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
基
本
の
キ
   

第
2
回 

10
月
29
日
（
火
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

「
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
リC

a
n
v
a

で
投
稿
画
像
を
簡
単
お
し
ゃ
れ
に
」 

持
ち
物 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン  

第
3
回 

11
月
27
日
（
水
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

「
リ
ー
ル
（
シ
ョ
ー
ト
動
画
）
投
稿
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
」 

持
ち
物 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン  

申
込
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 


